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 我 々は先 に1)ア ミノ酸 系の ポ リアマイ ドであ るε一カプ ロラクタム よ り作つ たポ リカプ ロアマ

イ ド繊維(商 品 名ア ミラン)に 就 いて以下の結果 を報告 した.

 1) ア ミ ランの結 品 には高温で安定 なα型 と低温で安定な β型の2つ が あ る.

 2)紡 継 直後 無延伸 のア ミランはα型で あり',高 温 で安定 な攣 態 が急激 な冷却 によ り其の ま

ま過 冷却 の状態 で存 在 し得 る.

 3)α 型 は容 易に低温延仲可能 であ り,延 伸 に よりβ型 に韓移 す る.

 4)過 冷 却歌態 の α 型 を熱庭理 して β型 に縛 移せ しめ る と轄移 の進む につ れて低温延 伸は

困難iにな る.        A■

 一 方 アヂ ピン酸 とヘキサ メチ レンダー/ア ミンよ り合成 したポ リアマイ ド即6.6一 ナ イ ロンに

就 て もその結晶 はア ミランの結晶 同様高温で安定 な α 型 と低温 で安 定な β 型 があ り,過 冷却

歌態 で室温 に於 て もα型 のナイ ロンの結 晶 を作b得 る事 を既 に嚢 表 した2).故 に ナイ ロンに於

て も低 温延 伸可能 な試 料は α型 ではなか ろ うか と考 えて實験 を行つ た.

 1)低 濃 延伸 前の試 料 のX線 圖

 試 料 はいつ れ も東洋 レー ヨンの研究室で製 られた ものであ る.得 られたX線 圖の面間隔及 α.

β 型の結晶 の面 間隔 を第1表 に掲 げた.

                第    1   表

       β 型           α 型          末延仲試料
   1一   !一嘲■聰融」一ノ＼_圃■一■騨■繭＼   !一

   干渉鮎  張 度  面間隔  干渉黙  強度  面 間隔  干渉黙  強度  面間隔

    A■    強    7.51A。         強   7.46A。   R1    強     7Ao

    畿 盤 撒: }最 強4.・5A・ 登:難1:撒:

 未 延 伸試料 が ア ミラン同様 α型 であれば,最 彊 の干渉黙A3, A 4が 出現 せす4.osAが 存在

す る筈 であ るが,豫 想 に反 して2個 の張度 の大 きい干渉鮎4.29A,3.79Aが 出 現 してむ しろ β

型 に近 い.

 しか 第2表 を参 老 にすれば高温(IOO～150℃)に 於 け る構i造が過冷却 によ り常 温で一鷹 固定 さ

れた もの と思 われ,典 型的 な β型で はない(3.79Aは β型 のA-■ 干 渉鮎の100℃.150℃ の値 の

中間 を示 す,A3干 渉 勲 は150℃ 附 近 まで殆ん ど一定の値を示す).

                   (49)
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         第2表  ナ イロンの高温に於けるX線 圖(ナ イロン剛毛)

      温 度
           30。      50。      100。     150。     200。        250。

   干渉 黒占

   

   

 2) 種 々の温度で熱麗理後のX線 圖

  試 讐 室・温 ・・ ・…5・2・ ・(極 度延仲物)

     妾詞 、至∴ 二741,8、1,,{llg lil謝
     Rs      3.79    3.78    3.78    3.75    3.60    3.74(A.D

 未 延 伸試料 を種 々の温度で熱庭理 した後 β型 に韓 移す るか否か を試験 した.50℃,100℃ で

は殆ん ど面間隔の攣 化は認 め られす150℃ に於 てR,1の 干 沙輪の面 間隔は極 度延 伸物 のA .1干

渉 瓢の それ とな りβ型 と同 じ耐 葺隔 を與 える.即 ち この攣化 は繊維 を室濫 にて充分延 伸 する場

合 と同 じ くβ型 に蒋移す るもので熱 庭理,延 伸効果は程 度の差 こそあれ,ア ミランの場合 と全

く同 じであ る.

 3)種 々 の温度 に於 け る熟庭 理物 の切断後のX線 圖

 未 延伸試料 を50℃,100℃,150℃,200℃ に熱 虞理 後 これ を・切断 まで延 仲 してN線 圖 を撮 影

し,そ の延伸度 を測定 した.未 延fiti試料 は300%迄 延 伸可能 で鮮 明 な繊維 圖を與 える.50℃,

100℃ 熱 虚理物 は夫ft 250%迄 延 仲可能 で300%延 伸 され た場合 には劣 るが糸朕 分子の繊維 方

向への排 列 しアこ緻維圖 を與 える.こ れ に反 して150℃,200℃ の 場合 は延伸 は殆 ん ど不可能で

切断後のX線 圖では糸 厭分 子の繊維 方向 えの排列 は殆 ん ど認め られ ない.

 ア メ リガの特詐 ～)によればナイ ロンの熔融 した ものを急 に,水 で冷 した もの,徐 々に冷 した

もののX線 圖の赤道線 上の面聞隔 は夫 々4.32 .x o,3.82A。 及 び4.32Ao,3.68Aoで あ り,こ れ

らは丁度我 々のX線 圖 の最 張度の干渉鮎A3 A.1に 相 當す る.今 これ を水 に漁 して低 温延 伸す

る場合(直 径O.028吋)水 で急 冷 した ものはL4封 度 で延伸 で きるが,塞 中で徐冷 した もの は3.0

封 度 の力 を必要 とし急冷 した ものの方が引張 る時の 力が少 くて濟 むばか りで な く,出 來 た繊維

は急冷 した ものの方が張 力の大な る繊維 を與 えると記載 されてあ る.我 々の實験 した繊維 のX

線 圖 は丁度 ア メリカ特 許記載 の急冷 の場合 のそれ と一致す る.從 つ てナイ ロンの低湿 延伸 をア

ミラン同様圓滑 に行 う爲 めにはα型の歌態 を過 冷却 によ り實 現 す ることが望 ましい.

 絡 りに貴重 な試料 を與 えられた東 洋 レドヨン星野博=トに感謝 す る と如 こ櫻 田教授 に厚 く感謝

す る.
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